
　●土砂堆積状況
①五波谷川上流 ②五波谷川下流(カラスの淵) ③田歌大橋下流

④伊藤谷堰堤下流 ⑤黒田大橋下流 ⑥野田橋下流(大内淵)

0 100ｍ 100m0

河原の発達淵に砂が堆積 河原の発達 淵に砂が堆積 淵に砂が堆積 淵に砂が堆積

淵に砂礫が堆積 河原の発達 淵に砂が堆積河原の発達 淵に砂が堆積 淵に砂が堆積

0 100ｍ 100m0
0 100ｍ 100m0

0 100ｍ 100m0
0 100ｍ 100m0 0 100ｍ 100m0

 凡  例
■　早瀬
■　平瀬
■　 淵
■　 堰

 凡  例
■　早瀬
■　平瀬
■　 淵
■　 堰

 凡  例
■　早瀬
■　平瀬
■　 淵
■　 堰

 凡  例
■　早瀬
■　平瀬
■　 淵
■　 堰

 凡  例
■　早瀬
■　平瀬
■　 淵
■　 堰

 凡  例
■　早瀬
■　平瀬
■　 淵
■　 堰
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　■瀬と淵の分布状況等

区間1

区間2

伊藤谷堰堤

上江和堰堤

中堰堤
区間3

区間5区間6

区間8

区間9
松原堰堤

大滝堰堤

南堰堤

区間7

下中堰堤北堰堤

区間4

凡例　　　■　早瀬　■　平瀬　■　淵

 水深や河床の状況調査結果からも、上流域
(区間1～2)での土砂堆積の進行傾向が表われ
ている。

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

1234567891
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

5
3

5
4

5
5

5
6

5
7

5
8

5
9

6
0

6
1

6
2

6
3

6
4

6
5

6
6

6
7

6
8

6
9

7
0

7
1

7
2

7
3

7
4

7
5

7
6

7
7

7
8

7
9

8
0

8
1

8
2

8
3

8
4

8
5

8
6

8
7

8
8

8
9

9
0

9
1

9
2

9
3

9
4

9
5

9
6

9
7

9
8

9
9

1
0
0

1
0
1

1
0
2

1
0
3

1
0
4

1
0
5

1
0
6

1
0
7

1
0
8

1
0
9

1
1
0

1
1
1

1
1
2

1
1
3

1
1
4

1
1
5

1
1
6

1
1
7

1
1
8

1
1
9

1
2
0

1
2
1

1
2
2

1
2
3

1
2
4

1
2
5

1
2
6

1
2
7

1
2
8

1
2
9

1
3
0

1
3
1

1
3
2

1
3
3

1
3
4

1
3
5

1
3
6

1
3
7

1
3
8

1
3
9

1
4
0

1
4
1

1
4
2

1
4
3

1
4
4

1
4
5

1
4
6

1
4
7

1
4
8

1
4
9

1
5
0

1
5
1

1
5
2

1
5
3

1
5
4

1
5
5

1
5
6

1
5
7

1
5
8

1
5
9

1
6
0

1
6
1

1
6
2

1
6
3

1
6
4

1
6
5

1
6
6

1
6
7

1
6
8

1
6
9

1
7
0

1
7
1

1
7
2

1
7
3

1
7
4

1
7
5

1
7
6

1
7
7

1
7
8

1
7
9

1
8
0

1
8
1

1
8
2

1
8
3

1
8
4

1
8
5

1
8
6

1
8
7

1
8
8

1
8
9

1
9
0

1
9
1

1
9
2

1
9
3

1
9
4

1
9
5

河床型No.

水深(ｍ)
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河床型No.

浮石、沈石割合（％) 浮・沈
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河床型No.

底質割合（％) 泥 砂 細礫 中礫 粗礫 小石 中石 大石

区間1区間2区間3区間4区間6区間7区間8区間9 5

河床型別の水深
　区間１で砂の堆積により水深が
浅くなる傾向がみられる

瀬と淵の面積
　区間１で淵の面積比率が小さく
なっている（淵の規模も小さい）

底質組成
　区間７～８で石の占める割合が高い
　区間１～２で砂が多くなる

浮石・沈石組成
　区間６～７で浮石の割合が高い
　区間１～３で沈石の割合が高い

＜河床材料＞

＜水深＞

＜浮石・沈石の分布＞

＜瀬・淵の分布＞

区間1区間2
区間3区間4区間6区間7区間8区間9 5

図凡例　　　←　　良好　←　　問題有
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　■アユ潜水観察結果(6/19～20)

区間1

区間2

伊藤谷堰堤

上江和堰堤

中堰堤
区間3

区間5区間6

区間8

区間9
松原堰堤

大滝堰堤

南堰堤

区間7

下中堰堤北堰堤

区間4

凡例　■　   0～ 500個体
　　　■　 500～1000個体
　　　■　1000～1500個体
      ■　1500～2000個体

　　■　2000個体以上

 アユのなわばりの状況
 ・区間６～８においてなわばりを形成

 ＜問題点＞
 ・区間１～２のアユ生息数が少ない
 ・中堰堤、下中堰堤、北堰堤、南堰堤の直下流で多くのアユが滞留
 ・中堰堤～北堰堤間でアユの生息域が分断

 アユ生息数（河床型別換算値）
 ・区間３が比較的多い
 ・区間１～２が比較的少ない

 アユ生息数（放流量と対比）
 ・区間３は、放流量・生息数共に多い
 ・区間８は、放流量が少ない割りに生息数が多い
 ・区間１～２および６～７は、放流量が多い割りに
　 生息数が少ない

図凡例　　　←　　良好　←　　問題有

 アユ生息密度（面積当り個体数）
 ・区間３、９の生息密度が高い
 ・中堰堤、北堰堤、下中堰堤、南堰堤の直下流で生息密度が高い
　（アユが滞留）

アユ生息数の経日変化(区間別)

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

2.5 4.5 6.5 8.5 10.5 12.5 14.5

区間

生息数(個体)

放流(4月上旬) 第1回(6/19～20)
第2回(7/17～18) 第3回(9/8-9)
区間

堰凡例　■遡上可　■遡上可(出水時)　■遡上不可

　　　　区間9　　　区間8　   区間7　　   区間6  区間5 区間4　　　      区間3　　　　　   区間2    区間1

松
原
堰
堤

大
滝
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堤

南
堰
堤

北
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堤

下
中
堰
提

中
堰
提

上
江
和
堰
提

伊
藤
谷
堰
提
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　■魚類確認状況

凡例　　　■　早瀬　■　平瀬　■　淵　　　　　■　入川道

区間1

区間2

伊藤谷堰堤

上江和堰堤

中堰堤
区間3

区間5
区間6

区間8

区間9
松原堰堤

大滝堰堤

南堰堤

区間7

下中堰堤北堰堤

区間4

主に下流域で確認された魚類

ウナギ ツチフキ ギギ

アマゴ アジメドジョウ

オイカワ カワムツ ウグイ ムギツク カマツカ ズナガニゴイ イトモロコ

カワヨシノボリドンコオヤニラミ

アユ

アカザシマドジョウ

主に上流域で確認された魚類

調査範囲全域で確認された魚類
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４．美山川の課題と対策 

 
1) 河道の分断化 

対象区域には８基の落差工があり、そのうち３基には魚道が無く、落差工の段差が移動

障害となっている。残りの５基には既設魚道があるものの、激流・流れの枯渇等により殆

ど機能していない。 
アユの生息範囲は、落差工間の狭い範囲に限定され、特に堰堤直下流に多く滞留してい

る。また、アユの放流も落差工間の各地点に細かく配分されている。 
 

 

         
 
 
 
 

          
 

 
 

         
 

 

 

 

 

    

＜改善イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【整備方針】 

 横断工作物により分断化された河道において、魚道等の整備を行い、魚類の遡上・降下が

自由にできるようにする。 

②上江和堰堤
（堰の落差が大きく、遡上不可。魚道は機
能していない。堰下流に土砂が堆積してい
る。） 

④下中堰堤
（現在は使われていないと思われる堰で
遡上不可。魚道が無く遡上が困難であ
る。） 

①伊藤谷堰堤 
（現在は使われていないと思われる堰で
破損している。段差があるため遡上の障
害となっているが遡上は可能。魚道は設
置されているが、水は流れていない。） 

③中堰堤 
（魚道は設置されているが、平常時は水
量が少なく遡上不可。出水時など水量増
加時には遡上可能。突出型のため遡上魚
は魚道入口を見つけられず堰直下流に迷
入している。） 

⑧松原堰堤
（現在は使われていないと思われる堰で
破損している。スリット部の流速が速く、
下流側に魚が滞留している。既設魚道に
水は流れていない。） 

⑤北堰堤 
（河床安定のための床固め。魚道が無く
遡上困難である。） 

⑥南堰堤
（堰本体および水叩きに大きな段差があ
り、遡上不可である。既設魚道は機能し
ていない。） 

⑦大滝堰堤
（堰の落差が大きく、魚道もないため、遡
上困難である。） 

現在、堰などにより、魚たちが移動することが

出来ない。 

魚たちが自由に川を回遊出来るよう魚道の設

置や改善を図る。 

  現在、堰などにより、魚たちが移動することが

出来ない。 

堰などを撤去することにより、魚たちが自由に

撤去構造物の上下流を回遊できるようにする。
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2) 土砂堆積による瀬・淵・河原の消滅 

対象区間の上流域を中心に、土砂や砂礫による淵の埋没、河原の発達がみられる。そし

て、河川は浅く単調になり、魚類等の良好生息環境が減少すると共に、河原が丘状に成長

し、雑草の繁茂や樹林化の傾向がみられる。 

     
        

 
 
 
 
 

 

 

＜改善イメージ＞ 

 

 

 

 

3) 近寄りにくい川 

かやぶきの里は、最大の観光名所となっているが、コンクリートの直立護岸となってお

り、そこに来た人々が川に近寄ることは困難 

      
長除大橋上下流 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

＜改善イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
淵に砂が堆積 

 
河原の発達 

現在、河川敷の散策など、水辺に近づくことが

出来ない。 

散策や水遊びなど、川と触れ合うことが出来る

ようにする。 

現在、土砂堆積等により、瀬・淵など魚たちの生

息場が減少している 

瀬・淵を再生し、魚たちが安心して生活できるよう

にする。 

土砂の撤去や樹木を伐採します。 
土砂が堆積し、樹木が生えています。 

流れの速い箇所、遅い箇所を作ります。 

五波谷川上流湾曲部 
（砂礫の堆積により河原が発達し、水面
幅が非常に狭くなっている。） 

田歌大橋下流湾曲部
（比較的細粒の土砂が堆積し、淵が埋没
している。） 

【整備方針】 

 親水性の確保や周辺景観との調和のとれた護岸等の整備を行う。なお、整備にあたっては、

魚類等の生息環境の保全・創出にも配慮する。 

【整備方針】 

 河道の掃流力バランスの最適化を図ることにより、土砂堆積を緩和させ、瀬・淵・河原等

の生物生息環境の再生を図る。 
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５．今後の方向性（期待されるもの） 

 

 

 

地域での 

まちづくりや、環境保全の

先進的な取り組み 

豊かな自然 

歴史・文化 

優れた景観 

美
山
川
の 

 
 

自
然
の
恵
み
を 

 
 

 
 

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り 

・より美しく自然豊かな川 

・人と川とのふれあいの創出

・川への関心の高まり 

「美山川・やすらぎの川づくり」 

美山川の保全再生 
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